
リオ五輪メダリスト バドミントン奥原希望選手が 

所属企業の太陽ホールディングスで初の訪問イベントを開催 

報道関係各位 

 イベント開催に先立ち、奥原選手は太陽ホールディングスの研究拠点である嵐山事業所を見学しました。ラボ内を興味深

く見学し、オフィスエリアでは社員と卓球対決を行い、奥原選手のスマッシュに社員から歓声があがりました。また、事業所内

保育所「たいよう保育所」では、園児たちからの歓迎を受け、奥原選手から園児たちに子ども用のラケット・シャトルをプレゼン

トしました。 

バドミントンを学生時代から続けている社員より花束贈呈 

太陽ホールディングス嵐山事業所の会社見学も実施 

 太陽ホールディングス株式会社(本社：東京都豊島区、代表取締役社長：佐藤 英志、証券コード：4626) は、2019

年1月より所属選手となったバドミントン奥原希望選手による初の会社訪問イベントを、2019年3月14日に子会社の太陽イン

キ製造株式会社本社（埼玉県比企郡嵐山町）にて開催しました。イベント会場では社員115名が参加した他、海外を含め

たグループ各拠点に中継され、多数の社員が参加しました。トークパートでは、奥原選手は幼少期から今に至るまでの経験や思

いを社員に向けて熱心に語りました。また、３月13日に誕生日を迎えた奥原選手のお祝いや五輪メダル披露といった懇親企画

などを通じ、親睦を深めました。奥原選手は、イベントの感想を「今日、皆さんとお会いし、たくさんの方にサポートいただいているこ

とを実感し、自分の目標に向けてさらに突き進んでいきたいと思いました」と述べるとともに、 「皆さんと分野は違いますが、私はス

ポーツを通して良い社会を作っていきたいと思います。これから仲間として一緒によろしくお願いします」と今後の意気込みを語り、

会社訪問イベントを締めくくりました。 

 

 

2019年3月19日 

太陽ホールディングス株式会社 

トークパートで熱心に語る奥原選手 

リフレッシュスペースで卓球対決 「たいよう保育所」訪問 研究施設（嵐山ラボ）を見学 



太陽ホールディングス 事業紹介 

 太陽ホールディングスは、 「ソルダーレジスト」の世界シェアナンバー1メーカーです。スマートフォンやパソコンなどのIT機器やデジタ

ル家電、車載用電子機器などあらゆるエレクトロニクス製品に利用されるプリント配線板(電子回路)に使用される緑色のインキ

(絶縁材)がソルダーレジストです。ソルダーレジスト事業にとどまらずグローバル総合化学企業になることを目指し、化学を基盤と

する新分野へ踏み出します。従来のエレクトロニクス事業に加え、食糧、エネルギー※1、医療・医薬品※2の分野に進出しています。 

※1「太陽グリーンエナジー株式会社」 太陽光発電事業会社として、2014年12月に設立。現在は植物工場の運営も行う。 

※2「太陽ファルマ株式会社」 医薬品事業会社として、2017年8月に設立。 

太陽ホールディングス 会社概要 

 太陽ホールディングスは、ソルダーレジスト(基板などに使用される緑色の絶縁材)の世界シェアトップクラスを誇るリーディン

グカンパニーです。ソルダーレジストをはじめとするエレクトロニクス事業、植物工場を稼働させる食糧事業、日本で8番目の水

上太陽光発電所を開設をするなどエネルギー事業、医療・医薬品事業の4本柱で、グローバル総合化学企業を目指します。 
 

【本店所在地】   〒355-0222 埼玉県比企郡嵐山町大字大蔵388番地 

【本社】  〒171-0021 東京都豊島区西池袋一丁目11番1号 メトロポリタンプラザビル16階 

【代表】 佐藤 英志 

【創業】  1953年（昭和28年）9月29日 

【資本金】  93億3,191万円 

【従業員数】 連結 1,268名/単体 81名 (2018年3月時点) 

奥原希望選手との所属契約について 

 太陽ホールディングスは、化学メーカーとして『我がグループの「あらゆる技術」を高め、革新的な製品をもって、夢あるさまざまな

ものをグローバルに生み出し、楽しい社会を実現します。』という経営理念のもと、地域スポーツ大会への参加・協賛、地域ス

ポーツ団体や若手アスリートの支援など、スポーツを通じた社会貢献、地域貢献活動に取り組んでいます。 

 奥原希望選手は、2016年リオデジャネイロ五輪で銅メダルを獲得し、2017年世界選手権で日本人で初めて女子シングルス

で優勝するなど、小さな体ながら世界を舞台に実績を残してきました。アスリートとして高い志で勝負に挑み続け、プロとして新た

な挑戦を始める姿は、日本の零細企業から出発して、電子材料「ソルダーレジスト」で世界シェアトップを獲得し、現在は総合

化学企業への歩みを進めている当社と重なるものがあると考え、2019年１月１日から２年間の所属契約を締結しました。太

陽ホールディングスは、奥原希望選手の挑戦をサポートするとともに、今後も楽しい社会の実現に貢献してまいります。 


